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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

 平成29年２月13日に提出いたしました第151期第３四半期（自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日）四半期

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出す

るものであります。

 

２【訂正事項】

第一部 企業情報 

第４ 経理の状況 

１ 四半期連結財務諸表 

注記事項 

（１株当たり情報） 

 

３【訂正箇所】

 訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

　



第一部【企業情報】

第４【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

（１株当たり情報）

  （訂正前）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定

上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

（省略）    

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 133円70銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（百万円）

－ 79,934 

普通株式増加数（千株） － 30

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要

－ －

（注）前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（省略）

 

  （訂正後）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定

上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

（省略）    

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 133円70銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（百万円）

－ － 

普通株式増加数（千株） － 30

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要

－ －

（注）前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（省略）

 

　


